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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第３四半期連結
累計期間

第15期
第３四半期連結
累計期間

第14期
第３四半期連結
会計期間

第15期
第３四半期連結
会計期間

第14期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 11,306,67210,363,8933,644,2423,406,27715,042,167

経常利益（千円） 263,490 203,511 55,077 84,806 388,016

四半期（当期）純利益（千円） 162,705 108,307 82,784 34,809 133,420

純資産額（千円） － － 2,096,0151,929,0962,071,528

総資産額（千円） － － 6,383,9976,169,5036,315,033

１株当たり純資産額（円） － － 12,515.0311,516.0112,366.46

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
975.41 649.09 496.24 208.52 799.82

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
975.23 648.97 － － 799.72

自己資本比率（％） － － 32.7 31.2 32.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
379,922 411,674 － － 547,704

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△297,799△479,110 － － △54,198

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
70,237△120,035 － － △50,406

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,279,3161,382,5831,570,055

従業員数（人） －　 －　 237 263 240

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第14期第３四半期連結会計期間及び第15期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社フォーバルテレコム(E04476)

四半期報告書

 2/29



２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 263 [22]

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（人材会社からの派遣社員は除く。）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員

を［　］外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 57 [4]

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用

　　　　者数（人材会社からの派遣社員は除く。）は当第３四半期会計期間の平均人員を［　］外数で記載しておりま

　　　　す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社グループ（当社及び連結子会社）は生産形態をとっておりません。

 

(2）受注状況

　当社グループ（当社及び連結子会社）は受注形態をとっておりません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比

新通信サービス事業（千円） 2,627,069 △2.10

旧音声系サービス事業（千円） 170,518 △28.52

ドキュメント事業（千円） 379,865 △30.36

経営・保険コンサルティング事業（千円） 138,419 12.16

その他事業（千円） 90,404 69.59

合計（千円） 3,406,277 △6.53

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

   該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1）業績の状況

　昨年度後半以降の「100年に一度」と言われる米国の金融危機に端を発する世界同時不況は、当第３四半期連結

会計期間における日本経済に引き続き深刻な影響を与えており当社グループが位置する情報通信業界におきまし

て

も情報通信関連支出の減少傾向の影響を少なからず受けております。こうした中、情報通信分野ではブロードバン

ド化が堅調に進展し、またモバイル端末からのデータ通信も大幅に増加している一方、インターネット利用に関す

る、個人情報保護・ウイルス・セキュリティ対策等の問題が顕著となってきております。

　このような環境の下で、当社グループは、法人向けＶｏＩＰサービス、おとくライン等「新通信サービス」と位

置付ける利便性の高いサービスの拡販を中心に、中小法人向けの各種サービスを提供しております。

　具体的には、当社においては、光ファイバー対応ＩＰ電話「ＦＴフォン」及び法人を対象とした「おとくライ

ン」を中心に、インターネットサービス・モバイルサービス・セキュリティサービス等を提供しております。

　当社連結子会社である㈱トライ・エックスを中心とするグループでは、当社サービスを利用している顧客からの

ニーズが強い「ドキュメント・ソリューションサービス」を提供しており、上流工程から最終工程まで一貫した

サービスの提供が可能となっております。

　また、当社連結子会社である㈱ＦＩＳソリューションズにおいては、当社サービスを利用している顧客へ「経営支

援コンサルティング」及び「保険サービス」を提供しております。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の経営成績は、売上高が34億６百万円（前年同四半期比6.53％減）、営業

利益が92百万円（前年同四半期比62.98％増）、経常利益が84百万円（前年同四半期比53.98％増）、四半期純利益

が34百万円（前年同四半期比57.95％減）となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

≪新通信サービス事業≫

　「新通信サービス事業」におきましては、主に法人向けＶｏＩＰサービス、おとくラインの拡販及び各種アド

オン・サービスの強化等を進めており、当第３四半期連結会計期間の売上高は26億27百万円（前年同四半期比　

2.10％減）、営業利益は１億20百万円（前年同四半期比40.61％増）となりました。

≪旧音声系サービス事業≫

　「旧音声系サービス事業」におきましては、前連結会計年度に引続き顧客ニーズ・採算性の高い「新通信サ　　ー

ビス事業」への移行を優先する施策を講じたことにより、当第３四半期連結会計期間の売上高は１億70百万　　円

（前年同四半期比28.52％減）、営業利益は６百万円（前年同四半期比110.89％増）となりました。

≪ドキュメント事業≫

　「ドキュメント事業」は、「印刷」「特注文具（ファイル・バインダー等）の製造及び販売」「商業印刷物の

企画・編集・制作」で構成しております。当第３四半期連結会計期間の売上高は３億79百万円（前年同四半期比

30.36％減）、営業損失は20百万円（前年同四半期比16百万円損失増）となりました。

≪経営・保険コンサルティング事業≫

　「経営・保険コンサルティング事業」は、「経営支援コンサルティング」及び「保険サービス」で構成してお

ります。当第３四半期連結会計期間の売上高は１億38百万円（前年同四半期比12.16％増）、営業損失５百万円（前

年同四半期比17百万円損失減）となりました。

≪その他事業≫

　「その他事業」は、「情報通信機器販売等」で構成しております。当第３四半期連結会計期間の売上高は90百

万円（前年同四半期比69.59％増）、営業損失は４百万円（前年同四半期比４百万円損失増）となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

１億87百万円減少し、13億82百万円となりました。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。
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＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

　営業活動の結果獲得した資金は、86百万円（前年同四半期は81百万円の獲得）となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益の計上が81百万円及びその他流動負債の増加額が69百万円となったこと

等によるものです。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

　投資活動の結果獲得した資金は、２百万円（前年同四半期は60百万円の獲得）となりました。

　これは主に、貸付金の回収による収入が10百万円及び無形固定資産の取得による支出が５百万円となったことに

よるものです。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

　財務活動の結果獲得した資金は、20百万円（前年同四半期は２億32百万円の獲得）となりました。

　これは主に、長期借入金による収入１億90百万円及び配当金の支払額が１億５百万円となったことによるもので

す。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 660,000

計 660,000

 

 ②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 166,932 166,932
東京証券取引所（マザー

ズ）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 166,932 166,932 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成22年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権等の権利行使によ

り発行されたものは含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。　

平成17年６月22日開催の定時株主総会の特別決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月31日）

新株予約権の数（個） 130

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 260

新株予約権の行使時の払込金額（円） 261,949

新株予約権の行使期間
平成19年８月１日～

平成22年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　261,949

資本組入額　130,975

新株予約権の行使の条件 （注）

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　　（注）新株予約権等の行使の条件及び新株予約権等の譲渡に関する事項

ⅰ　対象者は、新株予約権等の行使時において、当社または当社子会社の取締役または従業員であることを要す

る。

ⅱ　前項にかかわらず、対象者が取締役または従業員の地位を喪失した場合であっても、以下の各号に定める事

由に基づく場合には本新株予約権等を行使することができるものとする。

(ア）対象者である従業員が当社就業規則第24条の規定に基づき退職した場合。

(イ）対象者である従業員が当社就業規則第27条第６項の規定に基づき解雇された場合。

 

EDINET提出書類

株式会社フォーバルテレコム(E04476)

四半期報告書

 8/29



ⅲ　新株予約権等の譲渡、質入その他一切の処分は認められないものとする。

ⅳ　対象者の相続人は本新株予約権等を行使することができるものとする。当該相続人は、本新株予約権等の行

使に際し、遺産分割協議書を当社総務担当部に提出することを要する。

ⅴ　対象者は新株予約権等の行使によって発行される株式の発行価格の合計額が年間（１月１日から12月31日

まで）金1,000万円を超えないように、付与を受けた新株予約権等を行使しなければならない。

ⅵ　新株予約権等に関するその他の細目事項については、株主総会以後に開催された取締役会決議によるもの

とする。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 166,932 － 542,354 － 42,353

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 ①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

166,932
166,932 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 166,932 ― ―

総株主の議決権 ― 166,932 ―

　

 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

― ― ―　　 ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 17,61018,30020,95023,30024,80024,50021,10020,78019,850

最低（円） 15,26015,25017,85019,80022,80020,20018,30018,60018,250

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所（マザーズ）におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表についてはＫＤＡ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,382,583 1,570,055

受取手形及び売掛金 ※2
 2,116,773 2,418,780

商品及び製品 83,458 6,841

仕掛品 69,786 46,359

原材料及び貯蔵品 15,401 15,053

その他 718,414 425,544

貸倒引当金 △23,522 △31,521

流動資産合計 4,362,895 4,451,113

固定資産

有形固定資産 ※1
 634,831

※1
 658,039

無形固定資産

のれん 495,323 543,546

その他 225,865 278,664

無形固定資産合計 721,189 822,210

投資その他の資産

その他 491,553 426,997

貸倒引当金 △49,341 △43,326

投資その他の資産合計 442,211 383,670

固定資産合計 1,798,232 1,863,920

繰延資産

社債発行費 8,374 －

資産合計 6,169,503 6,315,033

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,691,152 1,867,767

短期借入金 838,984 1,181,504

未払法人税等 5,393 8,570

賞与引当金 29,439 73,381

役員賞与引当金 7,000 7,000

その他 707,004 633,272

流動負債合計 3,278,974 3,771,496

固定負債

社債 500,000 －

長期借入金 174,574 189,062

退職給付引当金 119,446 112,305

その他 167,411 170,640

固定負債合計 961,432 472,008

負債合計 4,240,407 4,243,505
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 542,354 541,454

資本剰余金 42,353 41,453

利益剰余金 1,331,440 1,473,444

株主資本合計 1,916,148 2,056,352

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,241 6,670

評価・換算差額等合計 6,241 6,670

少数株主持分 6,705 8,505

純資産合計 1,929,096 2,071,528

負債純資産合計 6,169,503 6,315,033
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 11,306,672 10,363,893

売上原価 9,641,539 8,783,627

売上総利益 1,665,133 1,580,265

販売費及び一般管理費 ※
 1,402,228

※
 1,361,283

営業利益 262,905 218,982

営業外収益

受取利息 8,793 4,581

受取手数料 4,407 －

その他 6,445 7,247

営業外収益合計 19,646 11,829

営業外費用

支払利息 14,364 15,120

持分法による投資損失 － 9,419

その他 4,696 2,759

営業外費用合計 19,061 27,300

経常利益 263,490 203,511

特別利益

固定資産売却益 1,548 －

投資有価証券売却益 1,175 －

その他 841 －

特別利益合計 3,565 －

特別損失

貸倒引当金繰入額 111,500 －

投資有価証券売却損 3,097 －

特別退職金 － 3,000

その他 14,420 6,965

特別損失合計 129,018 9,965

税金等調整前四半期純利益 138,037 193,546

法人税、住民税及び事業税 5,038 4,622

法人税等調整額 △28,429 82,416

法人税等合計 △23,390 87,038

少数株主損失（△） △1,277 △1,800

四半期純利益 162,705 108,307
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 3,644,242 3,406,277

売上原価 3,112,205 2,860,096

売上総利益 532,037 546,181

販売費及び一般管理費 ※
 475,265

※
 453,656

営業利益 56,771 92,524

営業外収益

受取利息 2,796 1,770

その他 2,374 1,338

営業外収益合計 5,171 3,109

営業外費用

支払利息 4,394 4,336

持分法による投資損失 － 4,513

権利金償却 1,462 －

その他 1,009 1,976

営業外費用合計 6,866 10,826

経常利益 55,077 84,806

特別利益

未払債務清算益 341 －

特別利益合計 341 －

特別損失

投資有価証券評価損 2,512 1

その他 2,067 3,167

特別損失合計 4,579 3,168

税金等調整前四半期純利益 50,838 81,638

法人税、住民税及び事業税 △1,118 1,523

法人税等調整額 △30,270 45,671

法人税等合計 △31,388 47,195

少数株主損失（△） △556 △365

四半期純利益 82,784 34,809
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 138,037 193,546

減価償却費 116,676 118,955

のれん償却額 55,585 48,222

貸倒引当金の増減額（△は減少） 145,041 △1,983

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,295 △43,941

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,499 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,380 7,140

受取利息及び受取配当金 △9,333 △4,899

支払利息 14,364 15,120

持分法による投資損益（△は益） 515 9,419

特別退職金の支払額 － 3,000

売上債権の増減額（△は増加） 6,163 302,007

たな卸資産の増減額（△は増加） △76,608 △100,392

未収入金の増減額（△は増加） △49,966 2,488

その他の流動資産の増減額（△は増加） 19,953 △18,302

その他の固定資産の増減額（△は増加） △36,033 △8,675

仕入債務の増減額（△は減少） △86,350 △176,615

その他の流動負債の増減額（△は減少） 206,686 57,463

その他 △237 7,880

小計 424,079 410,433

利息及び配当金の受取額 9,337 4,760

利息の支払額 △17,004 △12,523

法人税等の支払額 △36,489 9,003

営業活動によるキャッシュ・フロー 379,922 411,674

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △14,939 －

定期預金の払戻による収入 157,136 －

有形固定資産の取得による支出 △65,278 △20,700

有形固定資産の売却による収入 7,470 －

無形固定資産の取得による支出 △115,602 △19,573

投資有価証券の取得による支出 △2,025 △5,000

投資有価証券の売却による収入 17,526 －

子会社株式の取得による支出 ※2
 △358,584 －

関係会社株式の取得による支出 △50,000 －

保険積立金の解約による収入 77,489 －

貸付けによる支出 △103,991 △439,250

貸付金の回収による収入 146,803 15,014

その他 6,197 △9,601

投資活動によるキャッシュ・フロー △297,799 △479,110
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 578,000 △401,508

長期借入れによる収入 － 190,000

長期借入金の返済による支出 △317,602 △145,500

社債の発行による収入 － 474,028

株式の発行による収入 396 1,789

配当金の支払額 △190,556 △238,845

財務活動によるキャッシュ・フロー 70,237 △120,035

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 152,360 △187,472

現金及び現金同等物の期首残高 1,126,955 1,570,055

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,279,316

※1
 1,382,583
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

 

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、560,016千円であ

ります。   

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、518,075千円であ

ります。

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。

　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

────────　

受取手形 5,479千円 　 　

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 113,119千円

給与・賞与  541,382 

法定福利費 78,710 

情報処理費 74,554 

諸手数料 72,563 

委託業務費 81,465 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 98,394千円

給与・賞与  586,394 

法定福利費 87,102 

諸手数料　　 47,443 

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 36,168千円

給与・賞与  219,100 

法定福利費  26,453 

情報処理費 31,158 

諸手数料 20,492 

委託業務費 23,864 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

役員報酬 32,313千円

給与・賞与  223,118 

法定福利費  28,971 

諸手数料 14,213 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,279,316

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 1,279,316

 

 （千円）

現金及び預金勘定 1,382,583

預入期間が３か月を超える定期預金     －

現金及び現金同等物 1,382,583

 

※２　株式の取得により新たに連結子会社となった会社の

資産及び負債の主な内容

　株式の取得により新たにタクトシステム社を連結した

ことに伴う連結開始時の資産及び負債の内訳並びにタ

クトシステム社株式の取得価額とタクトシステム社取

得のための支出（純額）との関係は次のとおりであり

ます。

────────

流動資産 561,505千円

固定資産 181,166千円

のれん 367,087千円

流動負債 △177,358千円

固定負債 △648,164千円

タクトシステム社株式の取得価額 284,236千円

タクトシステム社株式の取得に伴う支

出

110,000千円

タクトシステム社現金及び現金同等物 △35,651千円

差引：タクトシステム社取得のための支

出

358,584千円

　

 

EDINET提出書類

株式会社フォーバルテレコム(E04476)

四半期報告書

20/29



（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年

12月31日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  166,932株

 

　２．自己株式の種類及び株式数

　　　　該当事項はありません。

 

　　３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

　４．配当に関する事項

 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月24日

定時株主総会
普通株式 133,459 800 平成21年３月31日 平成21年６月25日利益剰余金

平成21年11月12日

 臨時取締役会 
普通株式 116,852 700 平成21年９月30日 平成21年12月10日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
新通信

サービス事業
（千円）

旧音声系
サービス事業
（千円）

ドキュメント
事業
（千円）

経営・保険
コンサルティ
ング事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1）外部顧客に対す

る売上高
2,683,493238,564545,465123,41253,3063,644,242 － 3,644,242

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

7,289 － 2,280 － 10,050 19,620(19,620) －

計 2,690,782238,564547,745123,41263,3573,663,863(19,620)3,644,242

　営業利益又は

　営業損失（△）
85,833 3,233 △3,953△23,683 244 61,674(4,902)56,771

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
新通信

サービス事業
（千円）

旧音声系
サービス事業
（千円）

ドキュメント
事業
（千円）

経営・保険
コンサルティ
ング事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1）外部顧客に対す

る売上高
2,627,069170,518379,865138,41990,4043,406,277    ― 3,406,277

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

6,998     ― 2,383     ― 2,626 12,007(12,007)    ―

計 2,634,067170,518382,249138,41993,0313,418,285(12,007)3,406,277

　営業利益又は

　営業損失（△）
120,686 6,819△20,069△5,971 △4,042 97,421(3,230)94,191
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
新通信

サービス事業
（千円）

旧音声系
サービス事業
（千円）

ドキュメント
事業
（千円）

経営・保険
コンサルティ
ング事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1）外部顧客に対す

る売上高
8,421,808759,3771,537,754424,174163,55711,306,672 － 11,306,672

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

16,730 － 6,309 － 20,915 43,955(43,955) －

計 8,438,539759,3771,544,064424,174184,47311,350,628(43,955)11,306,672

　営業利益又は

　営業損失（△）
316,497 8,637 △4,810△51,368 1,680 270,636(7,731)262,905

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
新通信

サービス事業
（千円）

旧音声系
サービス事業
（千円）

ドキュメント
事業
（千円）

経営・保険
コンサルティ
ング事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高         
(1）外部顧客に対す

る売上高
7,992,179542,8361,172,651418,223238,00010,363,893    ― 10,363,893

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

20,870     ― 6,494     ― 18,253 45,618(45,618)    ―

計 8,013,050542,8361,179,146418,223256,25410,409,511(45,618)10,363,893

　営業利益又は

　営業損失（△）
288,10110,912△62,140△6,444 △1,574 228,853(9,870)218,982

（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主なサービスの名称

事業は市場及び販売方法の類似性により区分しております。

事業区分 主要なサービス

新通信サービス事業 法人向けＶｏＩＰサービス・おとくラインサービス他

旧音声系サービス事業 市外電話再販サービス・市内電話再販サービス他

ドキュメント事業 普通印刷・特注文具（ファイル・バインダー等）の製造及び販売

経営・保険コンサルティング事業 経営支援コンサルティング・保険サービス

その他事業 情報通信機器販売等

２．事業区分の方法の変更　

「経営・保険コンサルティング事業」については、前第１四半期連結会計期間における当該セグメントの営　　

　　　　業損失の金額が全セグメントの営業利益の金額の10％超となったため、前第１四半期連結会計期間より

「その他事業」から区分表示しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）本邦以外の国

又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至　平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）海外売上高が

ないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 11,516.01円 １株当たり純資産額 12,366.46円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 975.41円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 975.23円

１株当たり四半期純利益金額 649.09円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 648.97円

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 162,705 108,307

普通株主に帰属しない金額（千円） ―     ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 162,705 108,307

期中平均株式数（株） 166,808 166,860

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） ―     ―

普通株式増加数（株） 29 30

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　― 　―
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 496.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 208.52円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 82,784 34,809

普通株主に帰属しない金額（千円） ―     ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 82,784 34,809

期中平均株式数（株） 166,824 166,932

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） ―     ―

普通株式増加数（株） ―     ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　― 　―

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については引き

続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間末における

リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりません。

 

２【その他】

平成21年11月12日開催の臨時取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額……………………………116百万円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………………700円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………………平成21年12月10日

（注）　平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月10日

株式会社フォーバルテレコム

取締役会　御中
 

監査法人トーマツ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　正伸　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 東葭　新　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フォーバル

テレコムの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーバルテレコム及び連結子会社の平成20年12月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月10日

株式会社フォーバルテレコム

取締役会　御中
 

ＫＤＡ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 関本　享　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 毛利　優　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フォーバル

テレコムの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日か

ら平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーバルテレコム及び連結子会社の平成21年12月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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